
 

史跡武蔵国分寺跡周辺地区地区計画 

地区整備計画の区域内における届出提出書類チェックリスト 

 
※本チェックリストは史跡武蔵国分寺跡周辺地区地区計画の地区整備計画区域内における建築物の建
築に係る都市計画法第 58 条の２第１項の規定に基づく届出に添付し、チェックボックスへの記入に
より提出書類の確認を行ってください。 

 なお、低層住宅・小規模店舗調和地区において店舗等を建築しようとする場合は、認定基準に添付さ
れているチェックリストを使用してください。 

 

【提出書類】 

□都市計画法第 58 条の２第１項の規定に基づく届出書 

□委任状（代理人が申請する場合に添付） 

□配置図（敷地内における建築物の位置を表示する図面で縮尺 100 分の１以上のもの） 

□各階平面図（縮尺 50分の１以上のもの） 

□２面以上の立面図（縮尺 50 分の１以上のもの） 

□その他となるべき事項を記載した図書参考資料（               ） 

 

上記の図書には、地区の区分に応じ、以下の地区整備計画の各事項に適合していることがわかる

ように記載してください。上記とは別の図面に記載し提出していただくことも可能です。 

 

【提出図書に地区整備計画への適合を示す必要のある事項】 

□建築物の敷地面積の最低限度 

［対象地区：低層住宅・小規模店舗調和地区、農住調和地区］ 

敷地面積が 110 ㎡以上であることを示してください。110 ㎡未満の敷地については、地区計

画決定の告示の際に 110 ㎡未満であったことを示す書類を添付してください。（公図の写し

及び土地登記事項証明書等） 

 

  □建築物等の形態又は色彩その他意匠の制限について 

［対象地区：史跡地区、低層住宅・小規模店舗調和地区、農住調和地区］ 

   「国分寺市景観まちづくり指針」、「国分寺市景観まちづくりヒント集」、「国分寺市景観まち

づくり指針要素別の景観配慮方針」等を参考にし、以下の事項についての適合を示してくだ

さい。色彩については、原則として国分寺市景観まちづくりヒント集補足資料にて示す推奨

色となることを、マンセル表色系の値にて示してください。 
 

①建築物の外壁又はこれに代わる柱の色彩は原色を避けるなどまちなみの形成に配慮し周

辺環境と調和していること 

②屋外広告物を設置する場合は、建築物と一体のもの、また歩行者空間に配慮したものなど

とし派手な色彩を避けること 
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（国分寺市ホームページ参照ＵＲＬ） 

○国分寺市の景観まちづくり 

http://www.city.kokubunji.tokyo.jp/kurashi/koutsuu/keikaku/1012017.html 

 

□垣又はさくの構造の制限 

［対象地区：史跡地区、低層住宅・小規模店舗調和地区、農住調和地区］ 

道路に面する垣又はさくの構造は次のいずれかのものとすることを示してください。ただし、 

地盤面からの高さが 0.6 ｍ以下のもの、門柱及び門扉についてはこの限りではありません。 
 

①生垣又はフェンス等の透視可能なもの 

②コンクリートブロック塀、石塀、万年塀、その他これらに類する構造の塀以外のもの

で色彩や形状において周辺の住環境との調和に配慮したもの 

 

□土地の利用に関する事項（敷地内緑化率） 

［対象地区：低層住宅・小規模店舗調和地区、農住調和地区］ 

 以下の事項について適合することを示してください。 

なお、敷地内緑化率の算定にあたっては、「国分寺市まちづくり条例」の緑化整備基準を準

用し、「緑地とする地積面積（敷地内緑地面積）」及び「樹木の植栽本数（換算緑化面積）」

の両方を確保することが必要です。敷地内緑化計画について必要な場合は、建設環境部緑と

公園課に相談することができます。 
 

①敷地内緑化率５％以上※（地区計画における努力目標は 15％以上） 

②道路側の緑化に努めること 

③敷地内に既存樹木がある場合はその保全に努めること 
 

※国分寺市まちづくり条例第６章第３節の規定の適用を受ける開発事業については、敷地内

緑化率の最低限度は当該条例別表第５に定める基準を適用しますのでご注意ください。 


